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炉が完 

7 月２6 日（日）「魚つかみ大会」を実施いたしました。 

暑～い夏の一日が始まります。場所は昨年同様に弟地「新田神社」下 

の銅山川を会場に行いました。長—く雨も降らず銅山川は、水量も安定 

し流れも落ち着いていましたので、魚つかみには支障もなく快適に実施 

出来ました。若干水底の石には薄く泥がついた状態でしたが、立網を張 

るタイミングで清掃を行いました。 

当日の川底は水量も安定し透明度も高く、綺麗な状態で使用すること 

が出来ました。 

一番心配したのが、アメゴとマスのお魚たちです。前日に西条まで引 

き取りに行き一昼夜漁網暮らしをさせてしまいましたので、当日の朝ま 

っすぐ元気に泳ぐ姿を見てとても安心いたしました。魚が元気だと気持 

ちいいし、やる気が高まります。 

さらに、今年は例年にない猛暑日続きでしたので、気温も朝から３０℃近くあり、水遊びには最高の環境となりました。 

今回も昨年同様に、市内のボーイスカウトさんが前日の土曜日（魚運搬の日）に「別子山あめごつかみ大会」と称して同じ場所で大

会を開催し、メンバーの子供たちが「つかみ取り」を行いました。その関係で、ボーイスカウトの代表の方がトラックで魚の運搬を担

当してくれましたので、我々の魚つかみ大会用の魚 250 匹も同時に積み込み運搬を担ってくれました。 

私共の「魚つかみ大会」は、次の日ですので、魚さんは漁網の中で一夜を過ごしました。水には十分なじみ漁網から出た後は、解放

感満載で立網の中をぐるぐると泳ぎ回っていました。やはりじっとして居られなかったのが良くわかります。 

さて、今回参加されたのは、別子小中学校の児童生徒の皆さんとそのご家族、さらに先生方とそのご家族の皆さま、他校で募集した

先生方とそのご家族の皆さんです。幼児から高齢者まで三世代、総勢 140 名の皆さんに参加協力していただきました。 

先ず、開会行事です。矢野校長先生に開会のご挨拶をいただき、伊藤連合会長からは、「日程説明及び諸注意」があり、自然の川を利

用しての大会ですから、安全安心を保つため重要な注意事項についての確認が行われ準備完了です。 

早速、参加の皆さんは、魚の網焼き用「かまど」作りです。グループ毎に河原の石を積み上げて「かまど」の完成です。薪と炭は地

域内で準備し提供しましたので早速火おこし開始です。あとはつかみ取りの始まりですが、さてどれだけつかみ上げるか⁉ 

子供たちの待ちに待った、開始の合図で一斉に川に入り“つかみ取り”の始まりです。魚つかみの担当は子供たちで、魚の動きを確

認し大きな歓声を上げながら、魚を立網に追い込んでゲットしていました。子供さんとは言え一人で何匹もつかみ上げたつわものもい

て、ポリバケツに投入です。そのバケツの魚は、地域スタッフの皆さんが魚の下処理を入念に行い、バーベキュー用に竹串に刺し塩を

まぶして出来上がりです。この作業は、入れた魚の匹数分だけ繰り返し行いましたので、かなり大変な作業でした。最後立網の中を確

認したとき、残った運のいい魚は見当たりませんでした⁉本当にご苦労様でした。 

各かまどでの串焼きが上手に焼けたか心配でしたが、参加された皆さんの美味しい笑顔を見ることが出来、何より嬉しかったです。 

また、今年も地域の方のご厚意で設置していただきました「ドラム缶風呂」も子供達に好評で、魚つかみで冷えた身体を温める最高

のひと時でした。毎年最後に行います「スイカ割り」何人ものお子さんが列をなし試みました。昨年度も魚つかみ以上に盛り上がりを

見せていましたが、スイカが割れずに石で棒を折ってしまう子もいて、今年も昨年以上に盛り上がりを見せて 

いました。楽しみなメニューの一つとして、次回も組みこ込まなければなりませんねぇ⁉ 

まさに自然が相手の終了まで気の抜けない大会でしたが、この様に別子山地域の自然に三世代が集い、 

親交を深めることが出来、何と言っても、子供達の大きな歓声が地域内に響き渡り、事故もなく無事に 

終了することが出来たことが何よりでした。これも、暑い中お手伝いをいただきました地域の方々や 

先生方、本当にありがとうございました。何より大会を通じて有難く感じたことは、参加の皆様の 

マナーの良さや心使いです。大会実施には苦労がつきものですが、その苦労も受け継ぎ新しい時代に 

継承されて来ております。大会テーマ通り“学校と地域が連携し子供たちが地域の自然に親しむ心を養う” 

まさに、目的どおりの大会が盛大に実施出来ました。本当にありがとうございました。ご協力感謝申し上げ 

ます。 



 

【目 的】本運動は、広く国民に交通安全思想の普及・

浸透を図り、交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実

践を習慣付けるとともに、国民自身による道路交通環境

の改善に向けた取組を推進することにより、交通事故防

止の徹底を図ることを目的とする。 

【期 間】９月２１日（月）～９月３０日（水） 

【運動の重点】 

１〈歩行者〉歩行者の安全確保と反射材用品の着用促進 

２〈自動車〉夕暮れ時の早めのライト点灯と飲酒運転や

「ながらスマホ」の根絶 

３〈自転車〉自転車・特定小型原動機付自転車の交通 

ルールの理解・遵守の徹底 

残暑お見舞い申し上げます。 

年々、夏が長～くなっているよう

な気がいたします。皆さんいかがお過ごしでしょうか(・・? 

毎日のように熱中症警戒アラートが出されております。 

命に係わる暑さです。朝夕はほんの少し過ごしやすい体感

ですが、昼間は異常な酷暑が続いております。この暑さ９月

に入っても続くそうで、運動会も午前中だけとはいえ厳しい

暑さに見舞われる可能性がございます。皆様も厳重に警戒し

ながら、せっかくのスポーツの秋を満喫していただきたいと

思います。十分な対策の上、ぜひ多くの皆様にご参集いただ

ければ幸いです。 
さて、行事の多い９月を迎え、早いもので今年度も半分が

過ぎようとしています。いよいよ熱い秋の始まりですね。今
年の運動会も熱い種目で大いに盛り上がることと思います。 

それに、９月といえばお彼岸でもあります。お彼岸の墓参

りはご先祖様への感謝の気持ちを伝える大切な行事です。 

今ここに自分があるのは全てご先祖のおかげという気持ち

を大切にしながら、行事の多い９月を皆様と楽しく乗り切り

たいと思います。 

これからも、まだまだ酷暑が続きそうです。「自分の身体は

自分で守る」を合言葉に、くれぐれも体調管理には万全を期

してお過ごしください。 

※ 油断せず熱中症には十分注意してくださいネ‼ 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動図書館「青い鳥号」が今月も、別子山地区にやっ

てきます。みなさん是非ご利用ください。 

 ９月は、１7 日（木）に巡回します。 

◦別子小中学校 １３：００～１４：００ 

※本を借りる場合は、「図書館カード」が必要です。 

※１人１０冊まで借りる事ができます。 

その他分からないことは、図書館員におたずねください。 

 別子銅山記念図書館 

TEL 0897-32-1911 

１０月２４日（土）から１１月３日（火・祝）までの間、あ

かがねミュージアムにおいて開催される第７６回新居浜市美術

展覧会の作品を募集します。奮ってご応募ください！ 

募集部門：書道・日本画・洋画・工芸（陶芸・美術工芸・彫塑

立体）・写真・デザイン・版画 

応募資格：市内在住者、出身者又は市内で勤務、学習している

中学生以上の者。 

申込・作品搬入：１０月１４日（水）９時４５分～１６時 

募集要項をよく読み、作品と必要事項を記入した申込書（文

化振興課のホームページからダウンロード。公民館、交流

センター、市役所ロビー、文化振興課窓口、図書館、あか

がねミュージアムなどで配布）をあかがねミュージアムにお

持ちください。 

   問い合わせ：文化振興課（電話６５－１５５４） 

今年度も地域挙げての大運動会を予定しております。当日は快晴の空のもと開催出来る事を心より願っております。 

本大会は、地域住民の皆様と学校、児童生徒、そして先生方との交流を図る大切な行事です。これまで以上に盛り上がること

を期待しながら皆さんとともに、心地よい汗を流したいと考えております。 

競技種目等は昨年同様ですが、趣向を凝らした内容となっておりますので、皆様方と楽しい午前中のひと時となることを願っ

ております。９月開催とはいえ“秋”ではなく“真夏”となる可能性がございます。熱中症に警戒しながら、皆さんはぜひ帽子

をご着用の上ご参加ください。主催者側といたしましても、半日という短い時間ではございますが皆様方の体調に配慮しながら

進行してまいります。是非とも多数の皆様にご参加・ご協力をいただき、大会を盛り上げていただきます様お願いいたします。 

人口減少や高齢化が進む中、地域の支え合いの仕組など、今

後の地域の未来について、みんなで一緒に考えるために、市連

合自治会主催で講演会を実施します。ぜひ、ご参加ください！ 

講師：斎藤
さいとう

 主税
ち か ら

 氏（都岐沙羅パートナーズセンター理事 

・事務局長） 

日時：９月５日（土）9：30～11：20  

場所：市民文化センター中ホール 

料金：無料 

事前申込み：不要 

問合せ先：市連合自治会事務局（地域コミュニティ課内）65-1218 

 


